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面 構 成

一一ﾁに組織について一

　　　　　1・　平面構成における組織の意味

　住宅設計の中で一番重要なものが平面の構成であり，

その基礎をつくるものが組織であることは自明のことで

あり，．一般の建築設評では最初に組織図が画かれるのが

普通である。特に工場設計の場合などにその組織である

生産工程，工場管理系統を画かずに設計することは不可

能である。住宅設計でもこのことに注意されたのは住宅

を科学的に取り上げた時よりのことであつて，すでに幾

つかの組織図が提案されている。その中で特にE・Ne－

ufertのものが注目される。（建築学会資料集成の電のは

大体これによつている。）しかしこれは従来の住宅の部屋

割を目的別に系統的に示したものであつて，工場の生産

工程図のような連続的意昧を持つていないために実際の

設計にはほとんど使うことができない。只一般に間取り

の仕方を中廊下式とか，広間式とかいう名前で分類して

いるものは，単なる形態的分類であつて機能的意昧のな

い屯のといえよう。住宅の組織図は実際の住生活を建築

空間に結びつける役割を持つものでなければならず，そ

れには従来の居間，寝室などの部屋割の概念をはなれて

考えなければならない。

　’　　　　　2・住組織の決定因子

　以上のことも別に薪しい問題でなく，住生活の分析は

多数の研究者によつて報告されている。しかしこれ又単

なる分析に終つており，おたがいの空間的関係は説明す

ることができない。住組織を決定するものはこれら目的

別の住生活に一変したものでなければならない。近代住

宅では次の三因子がすべての住行為に共通なものである

と考えられる。

　1・住行爲の瀧会的性格　2・　住行爲の個人的性格

　3．住行爲の労働性

　なぜこの3つが決定因子であるか。住生活は家族単位

の生活であり，それが一般的入間生活の中で杜会生活，

個人生活と区別されて考えられる。しかしその区別は厳

：密なものでなく連続した性格を持つている。

　　　　周藩　　，
　従つて住生活の中には当然行為によつてあるものは社

会的意昧が強く，あるものは個人的意昧が強い。これが

1つの住空聞の中で行われるのであるから，その間には

何等かの区別（例えば部屋割）が必要となつてくる。す

．なわち組織である。

’第3の因子，労働性の問題は一般に家事労働と呼ばれ

ているものをさしている（例えば家での主人の原稿嘗き

などは社会的労働であるから，この場合の労働性は零で
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第1表　住行為の表（清家清氏による，新建築1952・5）

記号睡間陣欝

B

L

就寝空間

寝殖有老容就生保養整

養交拝楽息教社礼娯休

就眠，横臥，安静，病臥

性交ジ分娩，哺乳

教育，就寝，遊戯

保養，就寝

更衣，化粧

読書，筆記

接客，談話

礼拝

遊戯，趣昧

喫茶，喫煙

D搬空間1摂食i錦麟
誉属事空壁瞬童鷹：謡灘格糸内

ある）ものであり，主婦を中心として行われるのが普通

であり，目的が全く違う住行為（例えば調理と洗濯）が

あつてもこの意昧では同様でありゴ実際にも結合して存

われる場合が多いので労働性として取り出したのである

　　　　　　　3．住の基本組織図

　この因子の関係を表にあらわすと第1図のような三角

図表示できる。そしてその上に各生活行為を詑す。その

位置は各住行為の空間的意昧を表現している。三角形の

各頂点は寝ること（5）（S＝O，P・＝　100，1＝＝O），調理（K）

（S・＝O，P＝O，1＝100）団樂（L）（S＝100，　P＝0，1＝O）

であり，三角形の中心は排泄Pとなる。その他の行為

はその間に存在する。この4行為を基本要素として前の

図表は第2図のようなPを中心とする3角形としてあら

わされる。この図が住宅の基本組織図である。そしてこ

れはそのままP・Johnsonのグラスハウス第3図やB・

Fullerの円形の家の平面構成であるqとれらの住宅は一

般に非常に特殊形式の住宅として考えられているが，そ

の平面構成がもつとも基本的な毛のであることは機能主

義建築の追い方をよく示しているとともにそれを可能な

らしめたのは技術の発展である。

　この場合注意を要するのは各要素を結ぶ線は，単にお

たがいの関係を示すものではなく，それぞれ特殊な性格

を持ち1又その中に多くの住行為空間を含んでいること

である。例えばK－LはSが0～100へと変化しPは常

に0であり1は100～0と変化じている。そしてその内

に食事空間（S＝　eMt　＝＝β，　P＝O）入ロ空聞などを含んでい

る。故に組織図のあらわす屯のは単なる動線やおたがい

の関係をあらわす庵のではないQ
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　　　　第ユ図　住行爲の図表（祉会，個人，

　　　　　　　　労働3因子による）

の種こ7

に注意を要する。S型は平家では非常に条件悪く不可能

に近いが2階構成に適する。PL型はもつとも多い型式

である。
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・のどれかで表わすことができ

　る（1室住居も同様）これは

　おのおのいろいろな性質

　を持つており，例えば

．前記基本組織で述べ

’ナこようなS，1r」1，

圏について図示す
　　　　　　　　　　　　　K一れば図のようにな

ゐ。K型は労働の』

、点ではすぐれてい

tるがSPの取扱い　　第2図
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　　　第3図Philip　Johnsonのグラスハウス　　　．’

　　（基本組織がそのまま4面構成になつた住宅）

　　4・組織の各種の形態およびその特性（1寝室）

　今PL，　P　W，　PSの三者を少し細かに比較し一（［みると

次のような結果が得られる。社会圏の配置がPLは中

央，他の二者は両端にあるため，PLはどうしても家族

圏が2分され勝ちであり，労働圏がせまくなる。PS型

では個人の独立性が少なくなる。最近の住宅で提案され

ている二三2）問題について適用の良否を調べると次表の

　　　　　P

｛IA，

ようになる。　　　　　　PK
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　　　　　以上の点から今後の住宅としてはPK型がもつと毛扱

　　　　いよい点が明らかとなろう。

　　　　　次にW－LS－Lまでの問にあるぺき要素が他の点に

　　　　存在する平面についで考えて見よう。PL型でKLの間

　　　　にある入口（E）．が’κP、の間に取られる場合などは比較

　　『　　的多い。この場合は基礎図型に示された位置E’に至る

　　　　動線EEノが必要となる。すなわち組織図形は第5図の

　　　　　ように関係線が増加し，動線は複雑化する。平面構成は

　　　　．技術的困難さを増すわけである。図の場合には社会性

　　　　　（S）が零である。SKをαの値を持つEEノが切るこ

　　　　　ととなり，この部分を独立した空間で時聞的に解決する

　　　　必要が生ずる。すなわちどのような場合でも基礎組織に

　　　　結ぶ雌’の新たな線を必要とすることとなるから，中間

、　　　要素は平面でとれる限り基本組織で示された点で解決す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

〆

cL 5
1

A

　　　　　　　　　　　　　　　’L　　　A

第5図　玄関が基本位置に取られかつ

　　た揚合の組織の変化（EEノ）
　　　りるのがよい0

　　　5・組織の各Kの形態およびその特性

　　　　　　　　　（2寝室以上）

ζ
κ

子供室が独立して2寝室以上となつた場合組織はどう

なるか。機械的に考えるならばこれは前記の基本組織を
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KLで連続させたものが考えられる◎しかしPは現在の

平面では欧米でも一一

般に1に取られてい

る場合が多いので，

これを1にしてあら
わせば基本組織は第κ

6図のようなものと

して考えられる。こ

の基本組織を検討し

よう。
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　　　　　　　　　　　第6図寝室の基本組織

　この基本組織でまず注意されるのは，従来なかつた

KC，　PC，　LCの3つの線である。　PCの意昧についてば．

説明するまでもない。KCは育児労働の線を意昧する（1

寝室の場合にはSκ線上に記されていた屯の。）すなわ

ち主婦が他の家事を行いながら育児にたずさわる労働が

ある。子供が大きくなると育児の労働は洗濯，調理など

の一般家事労働に含まれてしまうのでKC線は段々弱く

なり，最褒には消去つてよいものである。そしてその場

合C乙線の意昧が増大する。

　この基本組織から導き出される各組織図は要素が増加

したため非常に多い。しかし実際の平面では，ごく僅か

の種類に集中しており，その他のものには組織上多くの

欠陥があり，技術的困難が大きい。その中でSP五，　PLS

は特に多く，ヨPロッパ住宅の標準形式をあらわしてい

る。一般に三角形CPSが5角形の端部に位置するもの

は独立性（P）の確保が容易であるために多く用いられ

ており，申に入るものは近代住宅として不適当なもの恭
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多い。

　先年アメリカのMagazine　of　Building社が住宅懸嘗

を行つたが，その懸賞作品をこの組織図で検討すると第

7図のようになつている。上位入賞にSPL，　PLSの一

般的なものが一つもなく，又同一型式のものが一つもな

いのは，この懸賞の進歩的意昧と選択した審査員の優秀

さを物語つている。下位入賞がほとんどS・PL，　PLS型

であるのも注目される。ここでR・Rapsonは基本組織

をそのまま生かすことによつて大きな多用室を取り，社

会圏と家族圏，個人圏を鮮かに配置している。しかしこ

の場合，入口が定位置KLにないのはやはり問題を残し

ているように考えられる。G．マツモトの家はSPKで

あるが，最近の住宅傾向の代表的平面の一つといえよう

佳作中のHajar＆Whitelyの家はPlay　roomを巧妙

に取ることによつて夜間はPL型，昼間は育児の面です

ぐれたPK型の2型式を合せ持つた点で注目される。

　　　　　　　6．　動　的　組　織

　以上で住行為の静的組織について述ぺたが，伊次にそれ

を実際の動きで見なければならない。これには前記の組

織のKL，　SK等の線に含まれる動線の意昧を考えるこ

とが必要である。動線には先のS，P，1，の三因子の外

に速度，頻度；荷の3因子が加わる。こうした各線の持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lつ重要度が影響される。一一一maにこの動的組織において屯

つと竜重要なものはK乙であり，この面からいつてKL

429

が他の線によつて切られているものは按術的に解決の非

常に困難な組織であるといえよう。

　ここで注意しなければならないのはCの組織図にあら

われている各線は決してそのまま平面の具体的な動線を

意昧しているのではなく，一本の動線が何本に喝分れて

その意昧別となつてあらわされていることである。例え

ぱPL型において寝室，便所が2階に取られた場合には

ぞK・PL・SK，　SLの四線に1つの階段が含まれてお

る。逆にいうならばこの場合，具体的な動線である1つ

の階段は4つの線の持つているそれぞれの意昧を満足し

ておらねばならず，それが満足できない時は理論的には

2つの階段を必要としているわけである。

　ここで2階構成の場合について論じたが前記の各組織

図はこのまま2階建の場合に使用できるものである。

　　　　　　　7・　結　　　　　び

　以上で平面構成における組織，（静的組織，動的組織）

について簡単に述べた。平面構成の分析はもちろん組織

のみでは不十分であり，更に配置，分化と綜合，面積と

比例，単位の四つの問題の分析が必要である。しかしこ

れらはすづて今までに述べてきた組織を屯とにして行わ

れる庵のであつで，組織はすべての出発点である。残さ

れた項目については別の機会を待つて検討することとす

る。（ユ9522　8・28）

（31ぺpジから続く）

家に深い示唆を与えてきたが，最近のアメリカでは，特

にそれが強く感じられているようである。

　それから日本の庭園のデザイソ。ヨーロッパの伝統的

な庭園デザインでは近代住宅に合わないので，日本の庭

園のデザイソを勉強して，これを採りいれようという気

運が動いている。

　前述のように木の生地の肌を愛しようという傾向も注

目に値する。終戦後，来日した進駐軍家族の人tcちの話

とはまるで逆のようであるが，アメリカの第1線の建築

家の聞には，たしかにそうした気持がある。

　これらと関係があるのであろうが，日系2世の建築家

の活躍が最近注目されている。ジョr・・ジ・ナカシマ氏は

家具製作者として有名であるが，彼の設計した日本風な

感じのする住宅も非常に有名である。この他前記のミノ

ル・ヤマサキ氏等優i秀な人ttちが，何処か日本人らしい

感じのあるデザイソを，し炉もアメリカの工業水準を充

分に理解した上でやつている。（1952・8・23）

　（11頁から続く）

についてこの現象がいちじるしい。このためアルミニウ

ムのような金属を建築用に使用する時は適当な方法によ

つて異種金属の直接接触を避iけるようにしなければなら

ない。鉄または銅合金はこのような接触腐蝕を促進する

からこれらの表面に亜鉛メッキ，カドミウムメヅキを行

うのが普通であるが，これだけでは万全を期し得ない。

このため，フタPル酸樹脂を基剤とし，これにアルミニ

ウム粉末，亜鉛粉末，又はタルクの粉末等を配合して調

製した絶縁ぺeスト又はテープを使用して異種金属閲の

接触を防げば十分にこの目的を達成できる。

　ま九種々の金属がコソクリート，漆喰，プラスター等

に接触すると，コソクリr・一ト等のアルカリ性によつて化

学的な腐蝕を生じる。美観を必要としない場合はアスフ

ァルトを基剤とした黒ワニスやコールタールを塗装して

おけばよいが，ある程度の美装を目的とするには石炭酸

樹脂を基剤として調製した耐アルカリ性塗料を塗布しで

やれば，この化学的腐蝕を防止することができる。

　　　　　　　4．　あ　と　が　き

　以上においては建築用という立場をはなれて，一般的

な塗料および塗装法の概要を紹介しtc。建築における塗

装の計劃，指導，実施等に際して本稿が参考となるなら

著者望外の喜といわねばならない。（1952・9・15）

17 よ、


